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※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、　
　機器の写りこみ等がありますがご了承ください。 いよ議会だより　令和４年 秋号 2

女性議会を 開催しました！ 中山地域の活性化を！

井
いのうえ

上　珠
たま

実
み

  さん

答 現在、自転車を活用した観光等推進計画
を策定し、市内の主要な観光施設を拠点
として、サイクリングで伊予市観光を楽

しめる仕組みづくりを進めている。活性化には
住民の皆さんの協力が何よりの原動力であり、
さらに中山ファンを増やすためのアイデアをぜ
ひ提案いただきたい。

花の森ホテルや空き家を活用して、サイクリ
スト等の休憩場所を作っては？

しもなだ体育館に
空調設備を！

濵
はま

田
だ

　小
さ ゆ り

百合 さん

答 体育館に空調設備を設置する場合、設置
費用や維持費が高額になるため難しいが、
しもなだ体育館は指定避難所となってい

ることから、災害時への備えも兼ねて、局所的
だがスポットクーラー（冷風機）などの導入を検
討したい。

子どもたちが暑さも体調も気にせず思い切り
遊べるように、空調設備を設置してほしい！

防犯カメラ付き
災害救援自販機を！

谷
たに

田
だ

　綾
あや

子
こ

  さん

答 災害救援自販機は、現在飲料にしか対応
できていないため、災害時の食料確保の
観点からは補助的な範囲にとどまること

から、家庭での備蓄方法の周知に取り組む。防
犯カメラ機能は、現在実用化が進んでいる「防犯
カメラ付き防犯灯」の整備について研究したい。

日常における高齢者や子どもの見守りや、災
害時の食料確保のため、設置してほしい！

子どもたちに
防災への興味を！

久
く ぼ

保　貴
たか

子
こ

 さん

答 現状、新たな参観日を設けることは難し
いが、実践的な防災教育について、親子
で考える場づくりを提供していく。防災

士の資格取得の助成は、現在、年齢制限なく受
講料や登録手数料等を市が負担しており、引き
続き、周知・啓発活動を充実させていきたい。

年に一回、防災参観日を実施しては？また、
中高生が防災士資格を取得する際の補助をし
てほしい！

ＪＲ南伊予駅
周辺の活性化を！

武
たけ

智
ち

　夏
なつ

花
か

 さん

答 ＪＲ南伊予駅周辺観光拠点整備ゾーンと
位置付け、サイクルステーション機能を
有した休憩施設やサイクリングルートの

整備など、ハード、ソフトの両面から、観光振
興や地域活性化につなげることにしている。ハー
ド整備の計画は、現在、関連部署で調整を進め
ており、計画案がまとまれば説明する機会を設
け、事業の進捗を図りたい。

ＪＲ南伊予駅周辺の活性化計画の進捗状況は？

８月25日（木）に、女性の市政参画促進に向けた取組の一環とし
て、市議会初となる「女性議会」を開催しました。公募により選ば
れた市内在住10名の女性が議員となって「市政への要望や提言」
を市長に伝え、本番さながらの緊張感ある議論が交わされました。

（写真：女性議会を無事に終え、現役議員と一緒に記念撮影）

19ページに関連記事を掲載しています
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女性議会を 開催しました！人と動物が
過ごしやすい社会に！

松
まつした

下　優
ゆ か

香 さん

答 避妊・去勢手術への補助金制度について
は、増加抑制に役立つことから今後も助
成を続けていく。謝礼支給の制度創設の

ためには、財源が必要になるため、今後先進事
例を参考に調査・研究していきたい。

やさしい伊予市を目指し、地域猫頭数制限の
枠を増やすなど、他県に例のある「活動ボラ
ンティア協力者謝礼制度」の導入はできない
か？

保険外サービスを
もっと知ってほしい！

谷
や

川
がわ

　涼
りょう

子
こ

 さん

答 まずは情報収集に努め、介護保険事業所
やケアマネージャーと連携し、適切な情
報提供に努めたい。また、補助については、

市単独で実施することは困難だが、国や県、近
隣市町の動向を注視していく。

市から積極的に情報提供してほしい！また、
高齢者やその家族がもっと気軽に利用できる
よう、利用時のタクシー代の補助券やクーポ
ン券の導入を行っては？

地域に配慮した
子育て支援を！

山
やまぐち

口　里
り か

香 さん

答 長期化するコロナ禍の影響から中止や縮
小の対応をしている育児相談や子育て広
場等の事業だが、再開時には、地域ニー

ズの把握を行い、開催頻度やメニューに検討を
加えていく予定である。

中心部だけでなく、学童のように学区ごとの
育児支援をしていただけないか？

手話の普及を！

森
もりかわ

川　美
み え こ

惠子 さん

答 条例制定は、県や各自治体の状況を注視
したい。平成29年度から「手話奉仕員要
請研修事業」を実施し、今年度からはフォ

ローアップ研修も実施している。また、啓発活
動にも取り組み、特に若年層への普及・啓発に
努めたい。

手話言語条例制定についての考えは？また、
手話普及に対し、取組の現状と今後の展望
は？

伊予市への
移住促進を！

村
むら

田
た

　知
とも

世
よ

 さん

答 今後、委託事業者とも協議し、ポータル
サイトのリニューアルを含め、より効果
的な情報発信の手段等を検討する。住ま

いサブスクは昨年度に同種のサービスを提供す
る事業者と協議し、現在、このような民間活力
の活用方法も検討している。

移住支援サイトをもっと魅力的にリニューア
ルしては？ また、住まいサブスクなど、空
き家を活用して伊予市の魅力を体感できる施
設を運営しては？



指
定
管
理
者
の
運
用
で
休
館
日
を
変
更
で
き
る
の
か
？

教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
た
う
え
で
可
能
で
あ
る

いよ議会だより　令和４年 秋号 4

常任委員会
審査報告

（９月８日～12日開催）

I Y O
夢みらい館

来年度、市直営から指定管理者に委託することが決まっている「IYO夢みらい館」

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
全
部
改
正
・
図
書
館
設

置
条
例
の
全
部
改
正

問
休
館
日
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
の
運
用
で

変
更
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

開
館
日
を
増
や
し
た
場
合
、

利
用
者
が
混
乱
す
る
の
で
は

な
い
か
。

答
社
会
教
育
課

　
指
定
管
理
者
が
教
育
委
員
会

の
承
認
を
得
て
、
休
館
日
を
変

更
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
た

め
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
、
施
設
の
就
業
環
境
を
整

え
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、ま
た
、

利
用
者
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ

う
、
必
要
な
周
知
方
法
等
が
と

ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
審

査
を
行
う
。

問
備
品
の
追
加
購
入
を
す

る
場
合
、
市
が
購
入
す

る
の
か
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

が
購
入
す
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
も
仕
様
書
に
明

記
し
て
は
。

答
社
会
教
育
課

　
市
の
備
品
と
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
購
入
の
必
要
性
も

含
め
て
指
定
管
理
者
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
る
。　

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
が
備
品

の
追
加
購
入
を
す
る
際
に
は
、

基
本
協
定
に
お
い
て
対
応
し
た

い
。問

指
定
管
理
者
選
定
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
関
し

て
、
上
限
額
の
根
拠
は
。

答
社
会
教
育
課

　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
の
実
績
と
令
和
４
年
度
は
年

度
途
中
ま
で
を
精
査
し
た
う
え

で
設
定
し
て
い
る
。
市
が
示
す

基
準
に
関
し
て
は
、
今
現
在

の
運
用
を
仕
様
で
定
め
た
う
え

で
、
独
自
の
取
組
と
し
て
特
色

あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
も

ら
い
、
選
定
委
員
会
に
諮
り
決

定
す
る
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
に
お
い

て
は
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
目
的

と
し
た
選
定
で
は
な
く
、
市
民

協
働
参
画
を
念
頭
に
、
現
状
よ

り
も
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
施
設
に
す
る
こ

と
に
重
点
を
置
い
て
選
定
し
て

ほ
し
い
。

民
生
文
教
委
員
会

委
員
か
ら
の
要
望
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ひ
め（
※
）の
、
他
自
治
体
で
の

実
績
と
内
容
は
。

答
地
域
創
生
課

　
主
に
セ
キ
株
式
会
社
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。
同
社
が
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
た
大
洲
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
以
前
の

約
４
０
０
０
万
円
か
ら
現
在
で

は
約
３
億
３
０
０
０
万
円
に
増

額
と
い
う
実
績
を
あ
げ
て
い

る
。

（
※
）
㈱
愛
媛
銀
行
、
セ
キ
㈱
、

南
海
放
送
㈱
の
ほ
か
、
そ
れ
に

賛
同
す
る
企
業
を
構
成
団
体
と

し
て
い
る
。

防
火
服
と
防
火
帽各　

着
購
入

問
配
布
先
は
。
サ
イ
ズ
等

実
情
に
合
う
も
の
を
配

備
し
て
は
。

答
危
機
管
理
課

　
全
消
防
団
に
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
状
態
の
悪
い
防
火
服
の

保
有
数
が
多
い
第
５
分
団
第
１

部
、
第
６
分
団
第
１
部
、
第
10

災害時、ブランコの支柱をテント
の梁として使用することができる。

Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用問

平
成
25
年
６
月
か
ら
積

極
的
勧
奨
を
一
時
的
に

差
し
控
え
、
本
年
４
月
か
ら
他

の
定
期
接
種
と
同
様
、
個
別
に

勧
奨
を
行
う
こ
と
に
方
針
を
転

換
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
国
の

方
針
で
あ
る
な
ら
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
周
知

方
法
は
。

答
健
康
増
進
課

　
衛
生
費
に
関
し
て
は
、
通
常

普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
た
め
の
補
助
金
は

な
い
。

　
ま
た
、
広
報
に
つ
い
て
は
既

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
対
象
者

に
は
、
市
か
ら
個
別
に
案
内
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
委
託
料

問
委
託
先
で
あ
る
株
式
会

社
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
え

分
団
第
１
部
へ
４
着
ず
つ
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。
現
物
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
適
切
な
大

き
さ
の
も
の
を
配
備
し
て
い
き

た
い
。

伊
予
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正問

新
た
に
都
市
公
園
と
し

て
指
定
す
る
小
林
池
公

園
の
管
理
方
法
と
、
今
後
、
既

存
の
６
公
園
を
防
災
的
要
素
の

公
園
と
し
て
位
置
付
け
る
予
定

は
。答

都
市
整
備
課

　
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
元
で

管
理
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
、
小
林
池
公
園
以
外

の
公
園
を
防
災
的
要
素
の
公
園

と
し
て
位
置
付
け
る
予
定
は
な

い
。問

公
園
内
に
、
ほ
か
の
公

園
に
は
な
い
防
災
関
連

設
備
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

が
、
他
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
等
で

使
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
都
市
整
備
課

　
申
請
書
を
市
に
提
出
し
、
そ

の
後
、
区
長
に
地
元
の
使
用
状

況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
貸
し

出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
業
務
委
託
料

問
マ
ッ
プ
の
配
布
先
と
今

年
、
新
し
い
防
災
マ
ッ

プ
も
作
成
し
て
い
る
が
、
市
民

が
使
い
分
け
に
戸
惑
わ
な
い
よ

う
、
研
修
会
な
ど
を
実
施
す
る

予
定
は
。

答
農
林
水
産
課

　
小
学
校
区
別
で
配
布
を
考
え

て
お
り
、
郡
中
校
区
１
冊
、
南

伊
予
校
区
１
冊
、
残
り
の
校
区

１
冊
の
３
分
冊
に
分
け
、
全
戸

配
布
予
定
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合

の
浸
水
想
定
範
囲
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
研
修
会
な
ど
は
予
定
し
て

い
な
い
。

＜災害時の使用例＞

小林池公園

防災ブランコ 停電対応照明灯 防災サイン 防災東屋

緊急時給水栓 かまどベンチ

防災駐輪場

収納ベンチ

12



高田　浩司　議員　（Ｐ12）
１　子ども・子育て支援事業の拡充について
２　三秋の大池改修工事について
３　外資系企業による農業参入について

田中　慎之介　議員　（Ｐ13）
１　伊予市の環境政策について
２　ワクチン関連について
３　森川（森地区）への対応について
４　小中学校設備の安全点検について

吉久　俊介　議員　（Ｐ14）
１　市営住宅等の条例、要綱、規則について
２　金融教育について

森川　建司　議員　（Ｐ15）
１　あじさいロードの実現にむけて（パート３）
２　市道下吾川・上野線の道路改良について
３　宗教団体による霊感商法等に関する市の対策について

金澤　功　議員　（Ｐ16）
１　道後平野土地改良区経常賦課金等補助金（負担金）について
２　土地改良法の一部改正及び新設について
３　ため池などの農業用施設（土地改良施設）の維持・管理計画等について

正岡　満　議員　（Ｐ17）
１　防災井戸について
２　通学路危険箇所の対策について
３　ため池管理の省力化について

大野　鎮司　議員　（Ｐ18）
１　感染症対策で保育所・学校の水道蛇口を手回し式からレバー式へ
２　市内放課後児童クラブなどのWi-Fi環境整備について
３　３万人が住み続けられる伊予市へ（子育て編）

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

傍聴席には、車椅子を使用して
いる方でも議会の傍聴ができる
ように「昇降機」を設置していま
す。議会の傍聴にいつでもお越
しください。

車椅子用昇降機
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11人が市政を問う
　９月定例会では、11人の議員が35問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は12月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索
システムにて掲載しますのでご覧ください。
※本人写真については、アクリル板越しの撮影であるため、機器の写りこみ等がありますがご了承ください。

平岡　清樹　議員　（Ｐ８）
１　時代に応じた有償ボランティアの精査を
２　伊予市環境基本条例の今後について
３　誰もが感染リスクのある新型コロナウイルス、
　　陽性者になった場合の本市の対応について
４　小児科誘致の進捗状況について

田中　弘　議員　（Ｐ９）
１　消防設備について
２　市内小・中学校の統合、再編計画について

門田　裕一　議員　（Ｐ10）
１　命と守る端末を（高齢者のデジタルデバイドの解消について）
２　AYA世代のがん患者への妊孕性（にんようせい）温存療法への補助制度について
３　本市の保育人材確保・子育て支援事業の取組について
４　新型コロナウイルス感染症対応・地方創生臨時交付金の活用を
　　（本市のリフォーム応援事業について）
５　大規模地震時の通電火災に関する本市の取組について

向井　哲哉　議員　（Ｐ11）
１　地域住民に親しまれる公民館を
２　伊予市が目指す地域創生とは
３　子ども家庭庁の創設を視野に入れた伊予市の「子どもまんなか社会」の体制について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

たにもと議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

12月定例会の日程は
11月初旬頃にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし12月号でも

お知らせします。

いよ議会だより　令和４年 秋号7
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問
今
年
で
３
年
目
と
な

る
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
、

未
だ
に
こ
れ
と
い
っ
た
対
策

も
治
療
薬
も
手
を
打
て
な
い

ま
ま
新
規
陽
性
者
が
増
え
続

け
て
い
る（
８
月
17
日
現

在
）。
第
７
波
は
重
症
化
し

に
く
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
感
染
対
策
は
推
奨
し
な

が
ら
も
大
き
な
規
制
も
対
策

も
な
く
社
会
活
動
を
再
開
し

て
い
る
現
実
が
あ
る
の
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。

　
市
民
か
ら「
休
日
の
夜
に

急
な
発
熱
が
あ
り
、
松
山
市

内
の
救
急
病
院
で
陽
性
が
確

認
さ
れ
た
が
、
火
曜
日
ま
で

保
健
所
か
ら
の
連
絡
が
全
く

な
か
っ
た
」と
聞
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け

る
市
外
の
救
急
病
院
と
市
保

健
セ
ン
タ
ー
の
連
携
は
。

答
市
外
の
救
急
病
院
と

市
保
健
セ
ン
タ
ー
の

連
携
状
態
に
つ
い
て
、
法
的

権
限
の
も
と
感
染
者
の
把
握

や
療
養
指
導
な
ど
を
担
当

し
、
管
内
医
療
機
関
を
総
括

す
る
中
予
保
健
所
に
対
し
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感

染
予
防
や
発
症
予
防
に
関
す

る
業
務
と
し
て
、
主
に
情
報

発
信
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
担

当
し
て
い
る
。

　

こ
の
役
割
分
担
に
お
い

て
、
ご
指
摘
の「
夜
間
救
急

対
応
の
医
療
機
関
を
受
診

し
、
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
方
」

に
つ
い
て
は
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
が
医
療
機
関
や
中
予
保

健
所
か
ら
係
る
情
報
提
供
を

受
け
る
こ
と
は
な
い
。

問
市
民
が
陽
性
者
と

な
っ
た
場
合
、
有
症

状
は
10
日
間
、
無
症
状
で
も

７
日
間
の
自
宅
療
養
を
指
示

し
て
い
る
が
、
こ
の
指
示
は

強
制
的
な
の
か
。
ま
た
、
そ

の
期
間
中
に
陽
性
者
に
対
す

る
本
市
の
対
応
は
。

　　

陽
性
者
の
自
宅
療
養
指
導

な
ど
に
つ
い
て
は
、
中
予
保

健
所
が
担
当
し
て
お
り
、
市

保
健
セ
ン
タ
ー
が
関
与
す
る

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問

合
せ
を
い
た
だ
い
た
場
合
に

は
、
可
能
な
範
囲
で
状
況
を

丁
寧
に
お
伺
い
し
、
ケ
ー
ス

に
応
じ
た
適
切
な
県
相
談
窓

口
を
ご
案
内
す
る
な
ど
、
相

談
者
の
不
安
解
消
に
最
大
限

配
慮
し
た
関
係
機
関
へ
の
繋

ぎ
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、「
自
宅
療
養
の
間

は
、
65
歳
以
上
の
方
や
妊
娠

中
の
方
な
ど
重
点
観
察
対
象

者
は
中
予
保
健
所
な
ど
が
電

話
連
絡
な
ど
で
健
康
観
察
を

行
い
、
64
歳
以
下
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
低
い
方
は
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
の
連
絡
に
基
づ
き

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
」

と
さ
れ
て
い
る
。

問
市
民
か
ら「
車
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
市
外

の
小
児
科
ま
で
バ
イ
ク
の
後

ろ
に
子
ど
も
を
乗
せ
て
行
っ

た
」と
聞
い
た
。
様
々
な
市
民

の
生
活
環
境
を
考
慮
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
本
来
な
ら
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
多
く
の

市
民
が
期
待
し
て
い
る
小
児

科
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

　

先
の
専
門
医
療
機
関
の
閉

院
に
伴
う
誘
致
の
緊
急
性
に

鑑
み
、
補
助
金
制
度
を
創
設・

選
定
後
、
た
だ
い
ま
新
規
開

業
に
向
け
た
取
組
が
順
調
に

進
捗
し
て
い
る
。

　
事
業
の
一
端
を
申
し
上
げ
る

と
、
開
業
地
は
下
吾
川
で
着

工
見
込
は
９
月
か
ら
、
開
業

見
込
は
来
年
５
月
で
医
師
は

女
性
で
あ
る
。
そ
の
他
全
容

は
、
医
師
並
び
に
患
者
へ
の
配

慮
な
ど
か
ら
後
日
の
提
示
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
岡　
清
樹　
議
員

（答弁）陽性者に関する情報提供は
　　　受けていない

小
児
科
誘
致
の
進
捗
状
況

答
開
業
見
込
は
来
年
５
月
で

医
師
は
女
性
で
あ
る
。

答
陽
性
者
の
対
応
は
中
予
保

健
所
が
担
当
し
て
い
る
。

自宅療養期間中の陽性者
について、県の規定では、

「陽性者には感染症法に基
づき自宅療養していただく
よう協力要請がなされ、そ
れ自体は強制的ではないも
のの、従わない場合には県
知事から入院勧告がなされ
たり、入院しなかった場合
の罰則が科される場合もあ
る」とされています。

ひらおか議員の「もう一言！」

新型コロナ陽性者に対する対応

救急病院と市保健センターの連携は？
録画映像
はコチラ



問
伊
予
市
学
校
等
施
設

長
寿
命
化
計
画
概
要

版
に
は
、「
中
山
小
・
中
学

校
に
お
い
て
は
、
複
合
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
佐
礼

谷
小
学
校
は
２
学
年
１
学
級

で
あ
り
、
適
正
規
模
の
観
点

か
ら
は
統
合
が
望
ま
れ
る
」

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
中
山
地
域
で
は
、
児
童
数

の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
中
山
小
・
中
学
校
の

統
合
、
再
編
を
早
急
に
検
討

す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
中
学
校
区
の
廃
止
、

再
編
の
考
え
は
。

答
学
校
の
統
合
、
再
編

に
つ
い
て
は
、
今
後

40
年
間
の
学
校
施
設
の
再
配

置
・
複
合
化
の
方
針
を
示
し

て
い
る
が
、
当
面
は
中
山
地

域
の
各
学
校
で
入
学
生
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
の
学
校
の
統
合
は
考
え

て
い
な
い
。
本
市
と
し
て
は
、

ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
立
ち

上
げ
、
そ
の
中
で
、
学
校
運

営
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な

学
校
の
展
望
に
つ
い
て
、
丁

寧
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
の
視
点
を
踏
ま
え

た
協
議
・
検
討
を
行
い
た
い
。

　

中
学
校
区
の
廃
止
に
つ
い

て
も
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
校
区
制
を
な
く
す

こ
と
は
、
中
学
校
の
部
活
動

の
た
め
に
は
、
生
徒
の
選
択

肢
が
広
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
学
校
間
の
格
差
・
序
列

化
が
生
じ
る
可
能
性
や
学
校

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
十
分

な
検
討
を
経
て
慎
重
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。　

問
前
回
の
６
月
議
会
で

中
山
中
学
校
の
部
活

動
に
対
し
、
部
員
数
の
減
少

の
た
め
、
港
南
中
学
校
と
連

携
等
で
き
な
い
か
と
の
質
問

を
行
っ
た
が
、
団
体
競
技
は

難
し
く
て
も
個
人
競
技
に
お

い
て
、
港
南
中
学
校
で
指
導

を
受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

中
学
校
区
を
越
え
て
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
学
校
管
理
下
で
行
わ
れ

る
た
め
、
と
も
に
部
活
動
顧

問
と
な
る
教
職
員
の
監
督
の

も
と
運
用
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
団
体
競

技
、
個
人
競
技
を
問
わ
ず
同

様
で
学
校
が
運
営
上
、
可
能

な
範
囲
で
の
対
応
と
な
る
。

　

問
地
元
の
防
災
会
で
放

水
試
験
を
行
う
と
、

ホ
ー
ス
の
い
た
る
所
か
ら
水

漏
れ
し
て
い
た
。
設
置
後
19

年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
自
主
防
災
組
織
活
動
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
る

と
、
消
火
放
水
設
備
は
、
対

象
経
費
の
２
分
の
１
補
助
で

あ
り
、ホ
ー
ス
格
納
箱
、ホ
ー

ス
等
は
、
更
新
時
に
多
く
の

負
担
金
が
発
生
す
る
。

　
補
助
率
、
補
助
上
限
金
額

の
引
上
げ
を
検
討
し
て
は
。

　

他
市
町
の
補
助
率
は
、
概

ね
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
２

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
補
助

の
上
限
額
も
５
０
０
０
円
か

ら
20
万
円
、
あ
る
い
は
組

織
世
帯
数
に
応
じ
て
な
ど
、

様
々
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
補
助
制
度
が
な
く
全
額

地
元
負
担
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
れ
ば
、
ホ
ー
ス
な
ど
現
物

を
支
給
し
て
い
る
市
町
も
あ

る
。
こ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
、

本
市
の
補
助
率
等
は
著
し
く

低
い
と
い
う
状
況
で
は
な

い
。
よ
っ
て
今
の
補
助
率
と

補
助
上
限
額
を
維
持
す
る
。

田
中　
　
弘　
議
員

      市内小・中学校の統合・再編計画

中山地域での統合の考えは？
（答弁）現時点では考えていない

高岡地区の放水試験の
様子とホース格納庫

（写真左）
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消
防
設
備
等
の
補
助

答
現
状
の
補
助
率
と
補
助

上
限
額
を
維
持
す
る
。

答
団
体
・
個
人
競
技
を
問
わ

ず
同
様
の
対
応
と
な
る
。

録画映像
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問
市
民
か
ら
、
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代（
※
）の
が
ん
患

者
へ
の
妊に

ん
よ
う
せ
い

孕
性（
※
）温
存
療

法
の
補
助
に
つ
い
て
、
情
報

を
届
け
て
ほ
し
い
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
ほ
し
い
と
相
談
さ
れ

た
。

　
が
ん
治
療
の
中
に
は
、
生

殖
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
が
あ
り
、
妊
娠
や
出
産
を

希
望
さ
れ
る
患
者
に
と
っ
て

は
心
配
さ
れ
る
問
題
の
一
つ

で
あ
る
。
昨
年
４
月
に
、
が

ん
治
療
で
生
殖
機
能
が
低

下
、
喪
失
す
る
前
に
卵
子
や

精
子
を
凍
結
保
存
す
る
場

合
の
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。
経
済
的
な
負
担
を
理
由

に
先
進
医
療
を
諦
め
る
ケ
ー

ス
は
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
が
ん
に
な
っ
て
も

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
希
望

を
、
我
々
は
し
っ
か
り
と
支

え
る
責
務
が
あ
る
。

　
病
院
や
患
者
に
対
す
る
助

成
制
度
の
啓
発
方
法
は
。

答
が
ん
治
療
な
ど
を
行

い
な
が
ら
妊
娠
や
出

産
も
希
望
さ
れ
る
、
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
に
お
い
て
妊
孕
性
温
存

療
法
は
重
要
な
選
択
肢
の
一

つ
で
あ
り
、
全
国
的
な
課
題

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
ま
ず
は
、
こ
の
助
成

事
業
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の

広
報
、
周
知
に
努
め
る
べ
く
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

等
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
本
市
で
、
こ
の
助
成

制
度
を
活
用
し
た
事

例
は
。

　

県
の
担
当
部
署
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
助
成
対
象
者
数

を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
今
年
度
は
各

治
療
方
法
に
つ
い
て
、
県
内

で
申
請
者
一
人
分
の
予
算
を

積
算
し
な
が
ら
申
請
状
況
を

注
視
し
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
あ
り
、「
本
市
に
お
け
る

活
用
事
例
も
把
握
し
て
い
な

い
」と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

問
働
く
環
境
の
効
率
化

が
遅
れ
て
き
た
保
育

業
界
は
、
今
後
、
早
急
な
働

き
方
改
革
が
望
ま
れ
て
い

る
。
保
育
園
向
け
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
ス
マ
ホ
で
操
作
す
る
こ

と
が
可
能
な
た
め
、
文
字
を

書
く
手
間
な
ど
も
大
幅
に
省

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
保
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
推
進
等
事
業
の
補
助
制

度
を
利
用
し
、
導
入
し
て
は
。

　

保
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
推
進
は
、
事
務
効
率

の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
情
報

発
信
力
の
強
化
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ

る
た
め
、
ま
ず
は
、
基
盤
と

な
る
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
と
個
別
パ
ソ
コ
ン
の

導
入
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問
「
無
園
児
」に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

　

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
や

市
の
取
組
と
し
て
、
住
民
基
本

台
帳
や
健
診
な
ど
に
基
づ
く

全
数
把
握
の
う
え
、
関
係
者

や
家
族
な
ど
が
求
め
る
要
保

護
児
童
に
対
し
、
訪
問
・
調
査

を
行
う
な
ど
、
必
要
に
応
じ
た

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

中
の
預
か
り
保
育
に
つ
い
て
も

必
要
に
応
じ
、
県
児
童
養
護

施
設
な
ど
と
連
携
し
、
迅
速
で

適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

子
育
て
支
援
事
業
の
取
組

門
田　
裕
一　
議
員

AYA世代のがん患者への助成制度

どのような広報、啓発方法を？
（答弁）市ホームページの見直し等に
　　　着手する

妊孕性温存療法に対する費
用助成のポスター（厚労省）

答
訪
問
等
を
行
い
必
要
に
応

じ
た
支
援
を
実
施
す
る
。
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答
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
等
を
検
討
す
る
。

答
県
に
確
認
す
る
と
本
市
の

事
例
は
把
握
し
て
い
な
い
。

（※）AYA世代とは、主に
思春期（15歳から30歳代）
までの世代のことを指し、

（※）妊孕性とは「妊娠する
ための力」のことを指しま
す。妊娠するためには、卵
子と精子だけでなく、性機
能や生殖器、内分泌の働き
も重要で妊孕性は女性・男
性両方に関わることです。

（※）AYA世代・（※）妊孕性とは？

録画映像
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問
近
年
、
少
子
高
齢
化

や
核
家
族
化
が
進

み
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
中
、

公
民
館
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
・
防
災
拠
点
な
ど

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の

利
用
者
は
、
高
齢
者
層
が
比

較
的
多
い
た
め
、
徐
々
に
行

事
へ
の
参
加
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
こ
の
事
態
を
解
決
す
る

に
は
、
公
民
館
に
地
域
住
民

が
気
軽
に
集
え
る
場
と
し
て

認
識
さ
れ
る
こ
と
、
集
い
や

す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
福
島
県
郡
山
市
の
事
例
を

参
考
に
空
き
部
屋
を
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
た

り
、
図
書
室
を
充
実
さ
せ
た

り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
行
い
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
通
っ
て
い

な
い
高
学
年
の
児
童
や
生
徒

な
ど
が
た
く
さ
ん
集
う
公
民

館
を
目
指
し
て
は
。

答
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
、
施
設
の
有
効

活
用
の
面
か
ら
も
、
使
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
を
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る
郡

山
市
の
取
組
は
、
と
て
も
有

意
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
実
施
す
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
図
書
室
に
つ
い
て

も
、
図
書
の
充
実
な
ど
、
利

用
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
取
組
に
つ
い
て
、
図
書

館
の
担
当
者
を
含
め
て
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

問
上
野
地
区
公
民
館
は

１
階
が
駐
車
場
と

な
っ
て
お
り
、
階
段
を
使
う

た
め
、
高
齢
者
や
足
の
不
自

由
な
方
な
ど
に
大
変
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
２
階
玄
関

入
口
付
近
に
あ
る
植
栽
ス

ペ
ー
ス
を
一
部
、
駐
車
場
に

す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
を
し
て
は
。

　

新
た
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
整

備
を
含
め
気
軽
に
集
え
る
公

民
館
と
す
る
た
め
、
玄
関
入

口
付
近
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地

域
関
係
者
に
よ
る
公
民
館
運

営
委
員
会
の
意
見
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

問
現
在
、
様
々
な
地
域

活
性
化
の
施
策
を
展

開
し
て
い
る
が
、
本
市
が
抱

え
て
い
る
地
域
課
題
の
解
決

の
一
つ
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
活
動
い
た
だ
い

て
い
る
。
協
力
隊
員
が
地
域

に
少
し
で
も
早
く
馴
染
む
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受

け
入
れ
る
所
管
課
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
配
置
し
、

研
修
機
会
の
提
供
や
業
務
内

容
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

な
が
ら
、
協
力
隊
員
が
目
指

す
目
標
に
向
か
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
と
も

連
携
を
密
に
し
、
現
役
隊
員

へ
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
本
市
に

は
、移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
い
よ
り
ん
」や「
え
ひ
め
暮
ら

し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
務
め
て

い
る
協
力
隊
員
の
Ｏ
Ｂ
が
お

り
、
現
役
協
力
隊
員
に
聞
く

と
、
こ
の
２
人
の
存
在
は
大

変
大
き
く
、
様
々
な
面
で
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
引
き
続

き
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
、

協
力
隊
員
が
活
き
活
き
と
活

動
で
き
る
環
境
整
備
と
、
退

任
後
の
移
住
・
定
住
に
つ
な

が
る
職
や
起
業
、
住
居
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

向
井　
哲
哉　
議
員

地域に親しまれる公民館 

子どもがたくさん集う公民館に！
（答弁）早期に実施するよう取り組む

答
地
域
関
係
者
の
意
見
を

参
考
に
検
討
す
る
。

本
市
が
目
指
す
地
域
創
生
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答
協
力
隊
員
が
目
指
す
目
標
に
向

か
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

上野公民館入口前の植栽スペースを一
部駐車場にするなど、環境整備しては。

植
栽
ス
ペ
ー
ス

録画映像
はコチラ



問
国
は
、
来
年
４
月
に

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」を

創
設
し
、
こ
ど
も
政
策
を
推

進
す
る
体
制
の
強
化
を
図

り
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
を
示
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
地
方
自
治
体
と

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
や
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
拡
充
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
高
校
生
の
子
ど
も
を
持
つ

家
庭
で
は
、
進
学
な
ど
教
育

費
も
か
さ
み
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
蔓
延
や
景
気
の
足
踏
み
、

低
迷
に
よ
り
家
計
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
す

る
中
、
医
療
機
関
の
受
診
を

抑
制
す
る
家
庭
も
あ
る
。

　
医
療
費
の
無
償
化
を
中
学

生
ま
で
で
は
な
く
、
18
歳
ま

で
拡
充
し
て
は
。

答
本
市
に
お
け
る
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度

は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
、
疾
病
の
早
期

発
見
や
治
療
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

28
年
12
月
診
療
分
か
ら
中
学

校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
て
医
療
費
の

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

　

医
療
費
無
償
化
の
18
歳
ま

で
拡
充
は
、
子
育
て
環
境
の

充
実
の
た
め
に
は
有
効
な
手

立
て
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
な

る
助
成
制
度
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
継
続
し
て
先
進
事
例

や
近
隣
自
治
体
か
ら
の
情
報

収
集
な
ど
を
行
い
、
調
査
・

研
究
に
努
め
る
。

問
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳

児
の
保
育
を
充
実
で

き
る
よ
う
に
保
育
士
を
増
員

し
て
は
。

　

本
市
に
お
け
る
低
年
齢
の

待
機
児
童
は
、
残
念
な
が
ら

10
月
入
所
者
か
ら
数
名
程
度

発
生
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
全

国
的
な
保
育
士
不
足
な
ど
に

よ
り
、
利
用
定
員
に
対
応
で

き
な
い
人
員
体
制
に
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
公
立
保
育
施

設
で
は
、
退
職
者
や
産
休
者

な
ど
を
考
慮
の
う
え
、
随
時
、

適
切
な
雇
用
に
努
め
る
と
と

も
に
、
私
立
保
育
施
設
に
対

し
て
、
保
育
士
の
積
極
的
な

雇
用
と
児
童
受
入
の
拡
充
に

つ
い
て
、
重
ね
て
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
耐
震
性
や
施
設
能
力

不
足
な
ど
、
全
面
改

修
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
大

池
だ
が
、
平
成
29
年
度
に
計

画
さ
れ
た
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

　

本
年
３
月
29
日
に
４
区
長

の
連
名
で
、
改
修
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
事
業

施
行
に
必
要
な
土
地
改
良
法

に
基
づ
く
手
続
に
取
り
か

か
っ
て
お
り
、
現
在
、
受
益

地
と
な
る
地
域
を
定
め
、
事

業
計
画
の
概
要
案
を
作
成
中

で
あ
る
。
今
後
は
、
事
業
計

画
の
概
要
に
対
す
る
意
見
取

り
ま
と
め
の
た
め
の
公
告
・

縦
覧
を
行
い
、
11
月
下
旬
を

目
途
に
農
地
所
有
者
な
ど
か

ら
同
意
の
取
得
や
申
請
書
類

の
作
成
を
行
い
、
来
年
３
月

頃
を
目
途
に
関
係
機
関
の
審

査
を
経
て
事
業
計
画
の
確
定

を
さ
せ
、
令
和
５
年
度
か
ら
、

工
事
実
施
の
た
め
の
測
量
設

計
業
務
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
。

問
池
か
ら
下
流
の
河
川

は
、
ど
こ
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
改
修
す
る
の
か
。

　

現
時
点
で
は
、
詳
細
な
測

量
等
を
行
っ
て
い
な
い
の
で

正
確
で
は
な
い
が
、
た
め
池

法の
り
じ
り尻
ま
で
を
改
修
し
、
下
流

の
河
川
に
つ
い
て
は
改
修
の

予
定
は
な
い
。

三
秋
の「
大
池
」改
修
工
事

高
田　
浩
司　
議
員　

子ども・子育て支援事業の拡充

医療費無償化を18歳まで拡充しては？
（答弁）情報収集を行い調査・
　　　研究に努める
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答
私
立
保
育
施
設
に
積
極
的
な

雇
用
等
を
依
頼
し
て
い
る
。

答
下
流
の
河
川
に
つ
い
て
は

改
修
の
予
定
は
な
い
。

答
令
和
５
年
度
か
ら
測
量
設
計

業
務
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

市長は、中学３年生ま
での医療費無償化を県
下でも１、２番の早さ
で英断されました。18
歳までの医療費無償化
は、すでに新居浜市が
実施しており、大洲市
も来年４月より実施す
ると公言しています。
実施に向けて市長のご
英断を期待します。

たかた議員の「もう一言！」
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問
令
和
３
年
４
月
に
宮

城
県
白
石
市
立
小
学

校
で
防
球
ネ
ッ
ト
の
支
柱
が

倒
れ
、
児
童
２
人
が
死
傷
し

た
事
故
を
受
け
、
学
校
設
備

の
詳
細
な
点
検
が
全
国
で
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
安

全
性
に
問
題
あ
り
と
判
断
さ

れ
た
設
備
が
都
道
府
県
庁
所

在
地
47
市
区
の
う
ち
19
市
区

の
公
立
小
・
中
学
校
で
見
つ

か
り
、
計
１
２
９
８
か
所
に

上
る
こ
と
が
共
同
通
信
の
独

自
集
計
で
分
か
っ
た
。

　
国
の
点
検
の
対
象
は
、
①

設
置
経
緯
が
不
明
な
ど
の
理

由
で
点
検
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
校
内
設
備
、
②
点
検

が
十
分
で
な
く
、
安
全
性
の

確
認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
校

内
設
備
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
点
検
結
果
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

答
本
市
の
小
・
中
学
校

に
お
い
て
は
、
５
月

と
11
月
の
点
検
時
の
ど
ち
ら

と
も
、
設
置
経
緯
が
不
明
等

の
理
由
で
点
検
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
、

点
検
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安

全
性
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
も
な
か
っ
た
。

　

遊
具
や
消
防
設
備
等
に
つ

い
て
は
、
以
前
よ
り
定
期
的

に
業
務
委
託
点
検
を
実
施
し

て
お
り
、
高
所
に
設
置
さ
れ

た
照
明
器
具
等
の
定
期
点
検

を
行
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
付
近
の
修
繕
等
の

作
業
を
実
施
す
る
際
に
該
当

箇
所
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問
今
回
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
今
後
の

本
市
の
対
応
は
。

　

設
置
場
所
や
構
造
上
の
理

由
に
よ
り
、
教
職
員
等
に
よ

る
点
検
が
困
難
な
も
の
に
対

し
て
は
、
専
門
業
者
に
よ
る

点
検
箇
所
を
増
や
す
な
ど
、

万
全
を
期
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

の
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な

る
た
め
、
今
後
、
県
市
町
教

育
委
員
会
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
国
に
対
し
、
補
助
金
等

創
設
の
要
望
を
行
う
。
今
後
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

の
あ
る
も
の
か
ら
計
画
的
か

つ
継
続
的
な
点
検
の
在
り
方

を
調
査
研
究
し
、
学
校
設
備

の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

問
政
府
の
方
針
で
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に

電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器

を
現
在
の
４
倍
ほ
ど
ま
で
増

や
し
、
燃
料
電
池
車
用
の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
も
今

の
２
倍
程
度
に
増
や
す
予
定

で
い
る
。
菅
元
首
相
が

２
０
２
１
年
１
月
の
施
政
方

針
演
説
で「
２
０
３
５
年
ま

で
に
新
車
販
売
で
電
動
車

１
０
０
％
を
実
現
す
る
」
と

発
表
も
行
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
、
今
後
、
電
気
自
動
車

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の

補
助
金
を
導
入
す
る
予
定
は
。

　

現
在
、「
環
境
基
本
計
画
」

や「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画（
区
域
施
策
編
）」
な
ど

の
策
定
に
お
い
て
、
必
要
と

な
る
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
含
め
た
具
体
的

な
施
策
は
、
今
後
、
同
計
画

に
包
括
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
現
在
、
市
内
に
設
置

し
て
い
る
電
気
自
動

車
の
急
速
充
電
器
の
数
は
。　
　

　

現
時
点
で
本
市
が
確
認
し

て
い
る
の
は
、
中
山
地
域
に

１
か
所
、
双
海
地
域
に
１
か

所
、
伊
予
地
域
に
７
か
所
の

計
９
か
所
で
あ
る
。

伊
予
市
の
環
境
政
策

田
中　
慎
之
介
議
員　

　  国による小・中学校設備の安全点検

本市の点検結果は？
（答弁）安全性の確認が行われていない
　　　設備はない

答
必
要
と
な
る
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
市
内
に
現
在
９
か
所
あ

る
。

いよ議会だより　令和４年 秋号13

答
今
後
も
学
校
設
備
の
安

全
確
保
に
努
め
る
。

全 国 で1,298か 所 も の
問題ある設備がある中
で、本市はゼロという
調査結果に対し、本当
にうれしく思います。
今後も引き続き、安心・
安全な学校運営に努め
ていただきたいと思い
ます！

たなか議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ



問
市
営
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
更
新
料
が

発
生
し
な
い
の
が
通
例
で
あ

る
が
、
入
居
期
間
が
比
較
的

長
期
に
わ
た
る
可
能
性
が
高

い
た
め
、
滞
納
で
も
な
い
か

ぎ
り
入
居
者
の
現
況
確
認
が

難
し
い
。

　
ま
た
、
入
居
の
際
、
保
証

人
を
徴
求
す
る
こ
と
を
条
例

で
明
記
し
て
い
る
が
、
入
居

者
の
現
況
確
認
が
で
き
な
い

場
合
、
保
証
人
に
関
し
て
も

同
様
に
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
入
居
期
間
が
長
期
に

わ
た
る
場
合
、
保
証
人
の
現

況
確
認
は
ど
の
よ
う
な
頻
度
、

方
法
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
市
営
住
宅
は
、
公
営

住
宅
法
に
基
づ
き
、

収
入
の
額
が
基
準
を
超
過

し
、
高
額
所
得
者
と
な
る
な

ど
、
特
段
の
事
由
が
な
い
限

り
居
住
が
継
続
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

定
期
的
な
更
新
手
続
は
し
て

い
な
い
。
年
に
２
回
、
収
入

申
告
、
家
賃
決
定
通
知
の
際

に
各
種
変
更
等
の
手
続
に
つ

い
て
案
内
し
、
保
証
人
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
手
続

が
必
要
で
あ
る
旨
の
周
知
を

し
て
お
り
、
原
則
、
入
居
者

本
人
の
申
請
に
よ
り
確
認
し

て
い
る
。

問
市
営
住
宅
迷
惑
行
為

等
措
置
要
綱
に
つ
い

て
、
一
定
の
迷
惑
行
為
が
及

ぶ
相
手
方
の
定
義
は
ど
の
範

囲
か
。
ま
た
、
入
居
者
の
迷

惑
行
為
は
、
市
営
住
宅
、
ま

た
は
そ
の
敷
地
内
で
行
わ
れ

た
も
の
だ
け
に
限
定
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
敷
地
外
で

あ
っ
て
も
重
度
の
迷
惑
行
為

が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

　

当
該
要
綱
は
、
市
営
住
宅

の
目
的
に
沿
っ
て
入
居
者
に

対
し
、
安
心
・
安
全
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
市
営
住
宅
内

で
の
共
同
生
活
の
維
持
を
想

定
し
て
い
る
。

　

近
隣
住
民
の
方
か
ら
騒
音

問
題
な
ど
、
迷
惑
行
為
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
双

方
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

中
立
的
な
立
場
で
判
断
を
し

た
う
え
で
、
当
該
住
宅
入
居

者
に
明
ら
か
な
迷
惑
行
為
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迷
惑
行
為

を
や
め
る
よ
う
指
導
等
を
行

う
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

な
お
、
現
在
、
警
察
機
関

等
と
も
協
議
を
行
い
、
対
応

し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

問
今
年
か
ら
高
校
で
金

融
教
育
が
義
務
化

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
小
・

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
も

昨
年
改
訂
さ
れ
た
。
学
校
の

授
業
だ
け
で
は
限
り
が
あ
る

た
め
、
ぜ
ひ
、
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
の
は
、
保
護
者
へ
の

意
識
づ
け
で
あ
る
。
保
護
者

が
家
庭
内
で
お
金
や
周
り
に

あ
る
要
素
を
少
し
で
も
考
え

る
機
会
を
与
え
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
し
て
は
。

　

金
融
教
育
に
お
け
る
家
庭

の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と

考
え
る
。
保
護
者
が
そ
の
よ

う
な
場
面
を
意
識
し
て
活
用

す
る
か
ど
う
か
で
、
子
ど
も
達

の
お
金
の
向
き
合
い
方
は
変

わ
り
、
学
校
で
の
学
び
を
実

感
し
な
が
ら
確
認
す
る
機
会

の
有
無
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

　

学
校
の
取
組
と
し
て
は
、

社
会
科
学
習
の
導
入
と
し
て

買
い
物
調
べ
の
協
力
依
頼
や

外
部
講
師
に
よ
る
リ
ア
ル
ビ

ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
の
紹
介
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
後
も
学

習
の
ね
ら
い
を
明
確
に
伝
え

る
な
ど
、
周
知
内
容
・
方
法

を
工
夫
し
、
家
庭
へ
の
啓
発
、

意
識
づ
け
に
つ
な
げ
た
い
。

答
明
ら
か
な
迷
惑
行
為
が
あ
る

場
合
は
、
指
導
等
を
行
う
。

吉
久　
俊
介　
議
員

市営住宅等における更新手続

保証人の現況確認の方法は？
（答弁）原則、入居者本人の申請で
　　　確認する

答
周
知
内
容
等
を
工
夫
し
、

意
識
づ
け
に
つ
な
げ
た
い
。

金
融
教
育
（
パ
ー
ト
２
）

いよ議会だより　令和４年 秋号 14

金融広報中央委員会が2019
年に行った調査では、家庭で
金融教育を受けたと感じる割
合は18歳から29歳の一番若
い世代でも３割以下です。40
歳以上の世代では２割にも届
きません。三者面談や外部教
材を配布するなど、保護者へ
の働きかけをぜひ、お願いし
たい。

よしひさ議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ



問
通
学
路
の
改
良
に
つ

い
て
、
輝ぴ

か
い
ち市
か
ら
伊

予
中
学
校
ま
で
の
狭
あ
い
な

通
学
路
は
、
関
係
者
の
ご
尽

力
で
令
和
５
年
度
に
工
事
着

手
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
に

大
変
感
謝
す
る
。

　
今
回
提
案
す
る「
市
道
下

吾
川
・
上
野
線（
仲
神
建
設

か
ら
仲
神
商
店
の
間
）」
の

道
路
改
良
は
、
長
年
の
住
民

の
悲
願
で
あ
る
。
一
日
も
早

い
実
現
を
目
指
し
、
公
共
の

福
祉
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

（
道
路
改
良
）を
４
点
提
案
し

た
。

①
狭
あ
い
で
段
差
の
あ
る
歩

道（
通
学
路
）は
、
低
学
年
の

児
童
に
は
過
酷
で
は
。

②
大
雨
時
は
越
水
に
よ
る
床

下
浸
水
が
多
発
す
る
。

③
道
路
北
側
の
側
溝
が
未
整

備
で
あ
る
。

④
大
型
車
両
の
通
行
が
多

く
、
地
元
車
両
の
通
行
に
支

障
が
あ
る
。

答
本
市
道
は
、「
旧
主
要

地
方
道
・
伊
予
川
内

線
」で
も
あ
り
、
交
通
量
も
多

く
、
本
市
の
中
で
重
要
な
路

線
で
改
良
の
必
要
性
を
十
分

認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
地
元
関
係
者
の

尽
力
に
よ
り
、
地
権
者
か
ら

用
地
提
供
等
の
同
意
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
概

略
設
計
を
作
成
し
、
関
係
者

と
協
議
に
入
り
、
事
業
を
進

め
る
。具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
現
時
点
で
は
示
せ
な

い
が
、
遅
延
な
く
速
や
か
に

進
め
る
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
協
力

を
得
な
が
ら
通
学
路
と
狭
あ

い
道
路
の
整
備
を
行
う
な
ど
、

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
交

通
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

問
令
和
３
年
６
月
議
会

で
構
想
を
提
案
し
、

令
和
４
年
３
月
で
進
捗
状
況

に
つ
い
て
確
認
し
、
今
回
が

３
回
目
の
質
問
で
あ
る
。

　

前
回
ま
で
の
答
弁
で
は
、

地
元
住
民
の
お
も
て
な
し
機

運
の
醸
成
な
ど
に
取
り
組
む

よ
う
指
摘
を
受
け
た
た
め
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
す

る
本
市
の
取
組
や
支
援
に
つ

い
て
、
次
の
２
点
を
問
う
。

①
あ
じ
さ
い
の
植
栽
に
合
わ

せ
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
遊

歩
道
、
ホ
タ
ル
水
路
等
の
設

計
、
見
積
り
を
具
体
的
に
開

始
し
て
ほ
し
い
。

②
南
伊
予
駅
か
ら
、
え
ひ
め

森
林
公
園
に
向
か
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
。

　
　①

あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
構
想

は
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
お

力
を
も
っ
て
取
り
組
む
地
域

振
興
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
市
が
計
画
に
基
づ
き

進
め
て
い
る
案
件
で
は
な
い

た
め
、
現
時
点
で
の
予
算
化

は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
地

域
で
整
備
や
管
理
を
含
め
た

体
制
が
構
築
さ
れ
た
時
点
で

改
め
て
検
討
す
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

郊
外
か
ら
中
心
市
街
地
へ
地

域
の
皆
様
の
交
通
手
段
を
確

保
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
、
土
日
祝

日
を
除
く
平
日
運
行
で
あ
る

た
め
、
利
用
者
数
が
限
定
的

な
も
の
と
予
測
が
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
実
現
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

先
進
事
例
等
を
参
考
に
、
今

後
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

森
川　
建
司　
議
員

伊予小・中学校の通学路整備

市道下吾川・上野線の道路改良を！
（答弁）遅滞なく速やかに進める

答
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
は
現
時
点

で
予
算
化
は
困
難
で
あ
る
。

あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
構
想
実

現
に
向
け
て（
パ
ー
ト
３
）
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「市道下吾川・上野線」の道路改良は地域住民か
ら早期の実現が望まれている。

構想実現のため、地域住民の協
力のもと、あじさい苗百株の植
栽（順調に根付いている）や、ポ
ケットパーク予定地の老朽倉庫
の解体・徹去作業を完了するな
ど、様々な取組を行っている。
この事業は、地元だけの取組だ
けでは難しいのは自明であり、
ぜひとも市のバックアップを期
待します！

もりかわ議員の「もう一言！」

狭あいで段差の
ある歩道は低学
年の児童には危
険で過酷である。

市道下吾川・上野線

録画映像
はコチラ



問
令
和
４
年
４
月
１
日

に
土
地
改
良
法
が
改

正
さ
れ
、
改
正
に
至
っ
た
一

つ
の
要
因
に
土
地
改
良
区
の

組
合
員
が
減
少
し
て
い
る
な

ど
の
事
象
が
あ
る
。

　

今
回
の
改
正
の
中
で
も
、

特
筆
す
べ
き
は
第
76
条
の
新

設
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

条
項
の
新
設
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

答
今
回
の
法
改
正
は
、

小
規
模
な
土
地
改
良

施
設
の
管
理
の
み
を
行
う
な

ど
、
土
地
改
良
区
で
な
く
て

も
施
設
の
適
切
な
管
理
が
可

能
な
場
合
に
認
可
地
縁
団
体

へ
の
組
織
変
更
が
で
き
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
改
正
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
小
規
模
な
土

地
改
良
区
が
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
持
続
的
な
管
理

体
制
に
移
行
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問
今
回
の
改
正
で
既
存

の
土
地
改
良
区
の
組

織
を
一
般
社
団
法
人
や
認
可

地
縁
団
体
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
休

眠
中
の
土
地
改
良
区
を
新
た

な
組
織
と
し
て
移
行
す
る
こ

と
へ
の
可
能
性
は
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
２
つ

の
土
地
改
良
区
が
活
動
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ

の
中
の
稲
荷
土
地
改
良
区
に

お
い
て
は
、
昭
和
46
年
に
設

立
さ
れ
、
活
動
し
て
き
た
も

の
の
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
、
組

織
運
営
す
る
た
め
認
可
地
縁

団
体
へ
の
移
行
に
向
け
て
、

現
在
、
手
続
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
組
織
変
更
に
伴

う
規
約
、
代
表
者
、
構
成
員
、

施
設
の
管
理
に
関
す
る
事
項

を
策
定
し
、
総
会
の
開
催
を

行
う
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
も
う
一
地
区
に
つ

い
て
も
、
関
係
者
と
今
後
の

意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
組
織

変
更
を
視
野
に
協
議
を
進
め

た
い
。

問
土
地
改
良
区
に
よ
る

土
地
改
良
施
設
を
維

持
・
管
理
及
び
保
全
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
一
番
に
は
、
組
合
員
は
地

域
内
の
農
業
者
に
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
豊
富
な
経
験
や

実
績
を
基
に
確
実
で
主
体
性

を
持
っ
た
管
理
が
可
能
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
切
な
財
産
と
も

言
え
る
農
地
や
農
業
用
水
を

守
り
育
て
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
も
土
地
改
良
区
の

大
切
な
役
割
で
あ
る
と
と
も

に
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
広
報
区
と
並
列
し
て
、

各
地
区
内
に
地
縁
団

体
と
し
て
の
土
地
改
良
区
を

設
置
し
て
は
。

　

現
在
、
国
の
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

地
域
の
共
同
活
動
に
係
る
支

援
を
行
い
、
地
域
資
源
の
適

切
な
保
全
管
理
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
の
交
付
金
事
業
で

20
の
組
織
が
活
動
し
て
お
り
、

農
業
者
の
み
な
ら
ず
地
域
の

住
民
も
参
加
し
、
活
動
計
画

に
位
置
付
け
た
農
用
地
、
水

路
、農
道
等
に
つ
い
て
、点
検
、

計
画
策
定
、実
践
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
伊
予
地
域
の
農
業

振
興
地
域
を
含
ん
だ
14
広
報

区
、
中
山
地
域
で
４
広
報
区
、

双
海
地
域
で
２
広
報
区
が
活

動
し
て
お
り
、
あ
る
一
定
の

保
全
管
理
組
織
が
構
築
で
き

て
い
る
状
況
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

答
現
在
、
移
行
に
向
け
て

手
続
を
進
め
て
い
る
。

金
澤　
　
功　
議
員

土地改良法の改正

改正におけるメリットは？
（答弁）地域の実情に応じた
　　　管理体制に移行できる

答
確
実
で
主
体
性
を
持
っ
た

管
理
が
可
能
で
あ
る
。

答
交
付
金
事
業
で
保
全
管
理
組

織
が
構
築
で
き
て
い
る
。

た
め
池
な
ど
の
農
業
用
施

設
の
維
持
・
管
理
計
画

広報区の会の目的には、農業
施設の管理は含まれてなく、
目的外活動の現状となってい
る。その事象を解決するため
に認可地縁団体として各地域
に土地改良区が設置できれば、
地域住民が一体となって地元
の土地改良区を支え運営する
ことができる。そして、自治
会の下部組織として地区を支
えていくことができれば、農
業の大革命と言えるのです。

かなざわ議員の「もう一言！」
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問
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
、
上
水
道
が
断

水
し
た
場
合
、
市
民
・
事
業

者
が
所
有
ま
た
は
管
理
し
て

い
る
利
用
可
能
な
井
戸
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

と
考
え
る
。

　
愛
媛
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
宇
和
島
市
の
取
組
は
、

災
害
で
上
水
道
が
断
水
し
た

場
合
、
必
要
な
生
活
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
所

有
の
井
戸
を
防
災
井
戸
と
し

て
登
録
し
、
市
民
が
広
く
利

用
で
き
る
制
度
を
設
け
て
い

た
。
上
吾
川
地
区
に
お
い
て

も
令
和
２
年
度
か
ら
災
害
時

に
利
活
用
で
き
る
井
戸
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

伊
予
市
全
域
に
お
い
て
、

災
害
時
に
利
活
用
で
き
る
井

戸
の
調
査
を
実
施
し
、
防
災

井
戸
と
し
て
登
録
す
る
な

ど
、
災
害
応
急
用
井
戸
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
は
。

答
現
在
、
本
庁
舎
及
び

中
山
地
域
事
務
所
、

北
山
崎
小
学
校
、
翠
小
学
校
、

双
海
中
学
校
に
各
１
基
の
計

５
基
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本

庁
舎
及
び
中
山
地
域
事
務
所

に
つ
い
て
は
、
断
水
時
に
生

活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
る

と
考
え
て
い
る
が
、
学
校
施

設
の
井
戸
は
、
し
ば
ら
く
使

用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

状
況
を
確
認
し
、
活
用
に
向

け
た
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
の
井
戸
に
つ

い
て
は
、
市
内
全
体
数
は
把

握
で
き
て
い
な
い
が
、
下
水

道
接
続
区
域
内
の
事
業
所
と

個
人
を
合
わ
せ
て
93
か
所
を

把
握
し
て
お
り
、
災
害
時
の

利
用
の
是
非
に
つ
い
て
は
、

確
認
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

上
吾
川
地
区
で
の
取
組
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
自

主
防
災
会
を
主
体
に
地
域
の

井
戸
を
把
握
し
、
災
害
応
急

用
井
戸
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
、
被
災
者
の

生
活
環
境
の
向
上
に
有
効
な

取
組
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
各
地
区
自
主
防
災
会
の

意
向
も
踏
ま
え
、
調
査
手
法

や
運
用
方
法
な
ど
、
取
組
の

枠
組
み
を
検
討
し
た
い
。

問
本
市
で
は
、
市
内
小

学
校
の
通
学
路
危
険

箇
所
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
に
７
か
所
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
令
和
４
年

度
に
あ
が
っ
て
い
る
52
か
所

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
解
決

す
る
の
か
。

　

今
年
度
も
夏
季
休
業
中
に

通
学
路
合
同
点
検
を
実
施
し
、

県
や
市
の
関
係
機
関
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
あ
が
っ
て
き
た

52
か
所
を
点
検
の
う
え
、
対

策
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
中

に
は
、
数
年
前
か
ら
危
険
箇

所
と
し
て
あ
が
り
な
が
ら
、

予
算
や
優
先
順
位
の
関
係
で

対
策
が
困
難
な
場
所
も
あ
っ

た
が
、
南
山
崎
小
学
校
付
近

の
信
号
機
入
替
な
ど
、
改
善

さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。

　

ま
た
、
危
険
箇
所
に
取
り

上
げ
た
場
所
で
も
、
す
で
に

対
策
が
完
了
し
、
着
工
が
決

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
数
多

く
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

対
策
を
進
め
る
う
え
で
民

地
が
絡
む
課
題
や
経
費
の
問

題
等
か
ら
全
て
が
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
今
後
も
継
続
し
て
危
険

箇
所
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

で
効
果
的
な
対
策
の
可
能
性

を
探
り
た
い
。

正
岡　
　
満　
議
員

災害時における井戸の利活用

災害応急用井戸マップを作成しては？
（答弁）取組の枠組みを検討する

答
継
続
し
て
取
り
扱
い
効
果
的

な
対
策
の
可
能
性
を
探
る
。

通
学
路
危
険
箇
所
の
対
策

令和２年度時点で、全国に約
１万9,000校ある公立小学校
の通学路危険箇所は、７万
6,000か所以上あるとのこと
です。県では911か所あり、
令和３年度末までに540か所
で対策が講じられているとの
ことでした。国は、2023年
度までに全ての対策必要箇所
でおおむね対策を完了させる
との方針を打ち出していま
す。

まさおか議員の「もう一言！」
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上吾川地区では災害時で利活用でき
る井戸の調査を行っている。（写真は
実際に個人が所有する井戸）
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問
島
根
県
松
江
市
の

「
ま
つ
え
の
子
育
て

Ａ
Ｉ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」は
、

保
育
園
の
空
き
状
況
を
質
問

す
る
と
、
保
育
園
の
空
き
状

況
が
日
々
変
わ
る
こ
と
を
丁

寧
に
答
え
つ
つ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
紹
介
し
、
毎
月
１

日
頃
に
更
新
す
る
各
園
の
定

員
数
、
年
齢
別
空
き
情
報
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

退
所
や
入
所
希
望
な
ど
が
あ

り
、
情
報
を
伝
え
に
く
い
と

は
思
う
が
、
あ
る
程
度
の
目

安
が
あ
れ
ば
、
市
民
は
大
変

助
か
り
、
特
に
若
い
世
代
は
、

電
話
よ
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し

て
相
談
す
る
世
代
で
あ
る
。　

　
本
市
も
各
窓
口
で
相
談
が

あ
っ
た
内
容
を
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
に
学
習
さ
せ
る
な

ど
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

は
。答

今
後
、
本
市
に
お
け

る
最
適
な
子
育
て
支

援
に
資
す
る
情
報
ツ
ー
ル
を
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
可

能
性
な
ど
を
踏
ま
え
調
査
研

究
を
進
め
、
そ
の
中
で
双
方

向
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
検
討

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

　

な
お
、
議
員
お
示
し
の

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

今
後
と
も
、
よ
り
詳
細
な
情

報
更
新
を
迅
速
に
行
い
、
子

育
て
世
帯
が
ほ
し
い
情
報
を

い
つ
で
も
回
答
が
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
子
育
て
支
援
に
関
す

る
宣
言
な
ど
、
子
育

て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
明

確
に
打
ち
出
し
、
市
内
外
へ

強
力
に
発
信
し
て
は
。

　

本
市
で
は
、
伊
予
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

を
作
成
し
、
本
市
の
子
ど
も
・

子
育
て
に
関
す
る
施
策
推
進

の
指
針
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
介
し
広
く
周

知
に
努
め
て
い
る
。

　

ご
提
案
の
子
育
て
支
援
に

関
す
る
宣
言
に
つ
い
て
も
、

こ
ど
も
家
庭
庁
に
関
連
す
る
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設

に
合
わ
せ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

強
力
に
宣
言
が
で
き
る
よ
う

議
論
を
深
め
た
い
。

問
保
育
園
等
や
小
・
中

学
校
で
設
置
し
て
い

る
手
回
し
式
の
水
道
蛇
口

を
、
非
力
な
子
ど
も
で
も

し
っ
か
り
閉
め
ら
れ
、
感
染

症
対
策
に
も
な
る
レ
バ
ー
式

に
取
り
換
え
て
は
。

　

市
立
公
立
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
全
施
設
に

レ
バ
ー
式
蛇
口
は
整
備
済
み

だ
が
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
１
歳
児

ク
ラ
ス
に
対
し
、
レ
バ
ー
式

蛇
口
数
が
不
十
分
な
施
設
に

つ
い
て
、
来
年
度
、
レ
バ
ー

式
へ
交
換
す
る
よ
う
予
算
計

上
に
向
け
検
討
し
た
い
。

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
市

内
２
園
の
手
回
し
式
蛇
口
69

か
所
の
中
か
ら
、
年
度
内
に

レ
バ
ー
式
へ
の
整
備
の
可
能

性
を
探
り
た
い
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
小
学
校
の
レ
バ
ー

式
や
自
動
水
栓
へ
の
整
備

率
は
９・
６
％
、
中
学
校
は

15
・
６
％
で
、
手
回
し
式
蛇

口
の
総
数
は
、
小
学
校
で

１
７
４
２
か
所
、
中
学
校
で

９
１
７
か
所
で
あ
る
。
今
後
、

長
寿
命
化
改
良
事
業
の
実
施

設
計
の
中
で
自
動
水
栓
化
を

採
用
し
、
計
画
的
に
取
り
換

え
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

３万人が住み続けられる伊予市へ（子育て編）

公式LINEをもっと充実させては？
（答弁）詳細な情報更新を迅速に行う

答
強
力
に
宣
言
で
き
る
よ

う
議
論
を
深
め
た
い
。

答
学
校
施
設
は
計
画
的
に

取
り
換
え
て
い
く
。

感
染
症
対
策
で
水
道
蛇
口

を
レ
バ
ー
式
に

本市のAIチャットボッ
トに「保育園　空き」と
質問すると、「空き状
況は変化するからお答
えできません」との回
答でした…。
市 民 の た め に 公 式
LINEをもっと気軽に
便利に活用できるよ
う、さらなる工夫をぜ
ひお願いします！

おおの議員の「もう一言！」

自動式蛇口（写真左）とレバー
式蛇口（写真右）：港南中学校

録画映像
はコチラ



女性議員から一言

現役議員から一言

○伊予市を少しでも良くしようと考えている女性が同じようにたくさんいて、伊予市の未来
は明るいと思いました。

○議会というものの流れを初めて知りました。いただいた答弁からその後の進捗がとても気
になります。

○議会に参加してみて、改めて伊予市の問題点や課題を認識しました。一市民として、自分
にできることを少しでもやっていきたいです。

○配布資料が紙ベースということに驚きました。
　ペーパーレス化を進めてほしいです。
○日曜日開催であれば、傍聴にもっと友人を
　呼べたのかなと思います。

○女性議員の堂々たる姿勢に女性の強さを感
　じました。今回の参加をきっかけに女性の
　ネットワークにつなげたいです。
○平素から疑問に感じていた点、身近な問題点等、「やさしいまち伊予市」を望む女性ならで

はの目線からの意見・要望を聞くことができたことは大変参考になりました。
○この中から、もしくは女性議会を傍聴していただいた方の中から新たに女性議員が増える

ことを期待しています。
○本市から数多くの女性議員が誕生しなければならないと感じました。勇気を持って参加し

ていただいた女性議員の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
○参加された皆さんの問題意識が高く、様々なご意見、ご提言があり、聞いていて非常に参

考になりました。我々も学ぶべきことが多い意義ある議会でした。

いよ議会だより　令和４年 秋号19

おおの議会改革
特別委員長

女性議会を終えて… 女性議会を終えて、女性
議員と現役議員に感想・
意見を聞いてみました！

しもなだ体育館に空調設備を！
※２ページに関連記事女性議会後、当面の措置

として、すぐに大型扇風
機２台が体育館に運び込
まれました。来年度はス
ポットクーラーを導入す
ることも決まりました。
実際に声が届いて即対応
してくれたのはうれしい
ですね！

かわぐち議会改革
特別副委員長

２・３ページに関連記事を掲載しています。



いよ議会だより　令和４年 秋号 20

サッカー漫画「アオア
シ」の聖地、双海とい
えばサッカー部という
ことで、取材に行って
きました。（９/20取材）

★
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

キ
ャ
プ
テ
ン
の
山や

ま
ぐ
ち
よ
う
せ
い

口
陽
生

く
ん（
写
真
左
）は
、
小
学

１
年
生
の
と
き
に「
か
み

な
だ
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
」
に
入
っ
て
、
ず
っ
と

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
ま

す
。

●
部
活
の
目
標
は
？

　

９
月
末
に
開
催
さ
れ
る
新

人
戦
で
今
ま
で
勝
っ
た
こ
と

の
な
い
港
南
中
に
勝
っ
て
優

勝
し
た
い
で
す
。

●
練
習
で
日
々
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
？

　

つ
な
ぐ
サ
ッ
カ
ー
を
目
指

し
て
い
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り

状
況
判
断
と
パ
ス
ま
わ
し
が

大
事
！
ボ
ー
ル
が
来
る
前
に

周
り
を
見
て
、
パ
ス
を
出
す

場
所
を
探
し
、
仲
間
全
員
で

力
を
合
わ
せ
て
点
を
取
る
こ

と
で
す
！

●
チ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　

み
ん
な
仲
が
よ
く
て
雰
囲

気
も
い
い
の
で
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
ば
つ
ぐ
ん
で
す
。

●
ア
オ
ア
シ
見
て
る
？

　

も
ち
ろ
ん
見
て
ま
す
！　

意
識
も
し
て
ま
す（
笑
）

★
唯
一
の
１
年
生
・
若わ

か
ま
つ松

奏そ
う
し
ん心
君（
写
真
右
）に
聞
き

ま
し
た
！

●
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
た
理

由
は
？

　

中
学
校
に
入
学
し
て
、
運

動
部
に
入
り
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
で
も
、
同
級
生
は
剣

道
部
に
入
っ
た
子
が
多
か
っ

た
で
す
。

●
先
輩
の
印
象
は
？

　

優
し
い
し
、
面
白
い
し
、

い
つ
も
協
力
し
あ
っ
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
先
輩
に
つ
い

て
い
き
た
い
で
す
。

★
顧
問
の
先
生
か
ら
一
言
！

　
「
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を

思
い
っ
き
り
楽
し
む
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
現
在
12
名
の
部
員
と
２

名
の
顧
問
と
い
う
少
人
数
な

が
ら
、
毎
日
楽
し
く
練
習
や

試
合
に
励
ん
で
い
ま
す
。　
　
　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ
で
放
送

さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
ア
ニ

メ「
ア
オ
ア
シ
」の
舞
台
と
も

な
っ
て
い
る
こ
の
双
海
で
、

サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
と
し
て

活
動
で
き
る
こ
と
を
幸
せ
に

思
い
ま
す
。
部
員
た
ち
も
、

そ
の
誇
り
を
胸
に
、
大
好
き

な
サ
ッ
カ
ー
で
青
春
を
謳
歌

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

部員数：12人（男子11人・女子１人）
活動日：平日は４日、土・日いずれかの半日

　８月に「nextいよ市民議会」の第２弾として女性議会を開催しました。女性ならではの視点で皆さん素晴らし
い質問をされ、早期に実現されそうな内容もありとてもうれしく思います。議員は普段何をやっているのかよ
く分からない、といった声がまだ聞かれますが、今回のような女性議会や、「議会ポスター」など
様々なことに挑戦し、これからの時代SNSも視野に入れながら、もっともっと議会・議員の「発
信力」をパワーアップしていきたいと思います。

　議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕大野鎮司
　　　　　　　　　　　　　〔委　員〕田中慎之介　吉久俊介　川口和代　向井哲哉

双海中学校 サッカー部
きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第4回

編集後記

むかい委員

おおの委員

取材中、さわやかに練習する中学生に交じっ
て、思わず一緒にボールを蹴ってきました。
翌日筋肉痛で動けなくなったのは言うまでも
ありません…（涙）たなか委員


